白銀公園

白銀公園は銀山温泉の南側にあり、この歴史的な町と、かつてはその生命線だった鉱山跡をつないでいます。白銀公園には、銀山周辺の山林を通る環状のなだらかな歩道があります。この歩道は、自然や歴史に関するいくつかの見どころを通っていきます。
 
この歩道を進むと、落差22メートルの白銀の滝を通って洗心峡へと続きます。道の途中では、夏しらず坑で休憩しましょう。夏しらず坑からは、自然の涼しい地下の空気が流れてきます。白銀公園の歩道は、歴史ある延沢銀山へと続いています。延沢銀山の長さ20メートルの坑道は、訪れる人たちに、数百年前の鉱夫の暮らしを垣間見る機会を与えてくれます。

白銀公園の歩道の全長は4キロメートル近くあり、所要時間は約80分かかります。また、長さ2キロメートルと0.8キロメートルのコースもあり、こちらは約40分と20分で回ることができます。歩道は、冬の間は閉鎖されています。




